
三宝荒神祭、節分会の御案内

台所・神棚などに祀ります。粗末にならないなるべく高い場所に
お祀りしましょう。
お寺から頂いた御神体を軸にお納めし、専用の箱に入れてお祀り
します。
一年間お護りいただいた荒神様は交換致しますので、箱と御神体
のみお寺へお持ちください。

福銭のご奉納のお願い

五円玉と五十円玉の中央の穴は「将来の見通しが明るくなる」という印であり、
文字に宿る「ご縁」とともに古くから親しまれてきた縁起物です。毎年たくさん
の方々が福銭やお菓子などを奉納してくださいます。奉納頂いた福銭は節分会で
参拝者の皆様へと橋渡しされ、良いご縁と明るい未来を運ぶ架け橋となります。
ご奉納くださった方には、節分会の御祈祷の中で、ご家族様の家内安全・除災得
幸を心を込めて御祈祷させていただきます。

【ご奉納受付】
* 福銭：五円玉・五十円玉（福豆・お菓子も承ります）
* 期間：1月30日まで
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三宝荒神さまのおまつりの仕方

12時半〜 受付

13時〜 三宝荒神祭・節分会法要

13時半〜 修法師3名による除厄開運祈祷

14時〜 豆まき・福万来(ふくまき)

三宝荒神開眼御祈祷 ※お布施 2,000円

除厄開運御祈祷 ※お布施 1,000円
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年間祈願
- 三師による特別修法（前列特別席）
- 特製1尺2寸上等木札
- 「⺒年開運根付」進呈

- 「特製福銭」進呈
- お申込み日より1年間、毎日のおつとめにて祈願
※お布施 お一人10,000円
ご家族でお申し込みの場合
お二人目以降7,000円（同一世帯）※祈願数 3つまで

当日祈願
- 三師による特別修法
- 通常1尺木札
- 当日のみの祈願
- 「⺒年開運根付」進呈

- 「特製福銭」進呈
※お布施はお一人3,000円
ご家族でお申し込みの場合
お二人目以降2,000円（同一世帯）※祈願数2つまで

祈願内容は下記よりお選びください
- 特別祈願（家内安全・身体健全・除災得幸・病気平癒・合格祈願など）
- 厄除け祈願（本厄・前厄・後厄の方）
- 方位除け祈願（九星の星回りが悪い方）

◯特別祈願・厄除け祈願をお申し込みの方は同封の申込書に必要事項をご記入の上、1月30日までにお申し込みください。

令和7年 特別祈祷会のご案内

⻑光寺の御祈祷は日蓮宗の厳格な伝統「木剣修法」により執り行われます。
この木剣修法は厳寒期の11月から2月までの100日間、一日七度の水行と読経三昧という厳しい修行を
重ねた僧侶だけが許される尊い御祈祷法です。今回の御祈祷はこの荒行を成満した三師が執り行わせ
ていただきます。お一人おひとりの大切な願いを、まごころ込めてお祈りさせていただきます。

⺒年開運根付

特別祈祷について

令和7年2月2日（日）
10:00〜受付開始

10:30〜水行

11:00 〜修法師3名による特別祈祷会

12:00〜 解散


